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バスケットボールの試合における,フ リースロー得点の勝敗に
対する影響,及びフリースロー練習過程におけるスキル分析。

llR和 49年 6月 15日
日本体 育学会 神奈 川 支 部会  発表

於  神 奈 川 大学

I は しめ に

バスケットボール競技の勝敗は,敵味方入り乱

れた状態の時に投げる,野投による得点と,対手

側ズ則により与えられるフリースロー得点の合計

により争ゎれるのである。

指導者, 選手は野投についての練習方法には関

心を払い工夫するが, フリースローは画一条件で

行うため, フリースローの重要さを認識する指導

者 も多いが, さて練 Ll方法と考えると, フリース

ローラインよリシュー トをくり返 し行うだけであ

り,単調になり易 く,練習と練習の合い間の時間

を利用するようになる。

しか し野投は,対手防禦者との関係を考えなけ

ればならず,複雑な要素をもっているが,フ リー

スローは,時間的制限 (5秒 )はあるが,防禦者

もなく, 位置も一定であるから, 習熟すれば 100

%の成功率をあげるのは,そ んなに難しいことで

(男 子 )

神 奈 川 大 学   鈴  木   勉

はないと思われる。

試合におけるフリースローの影響については
,

日本における最高水準の試合 昭和48年度 日本

リーグ。一般的水準では,昭和49年度 春季神奈

川学生 リーグ戦の結果を考察してみた。

シュートの練71は 成功・不成功については関心

が高いo シュー トのボールがどのように集中 し

て行くか, 分散がどのようになるか,練 tlJ効果は

どのように表われるか,等記録を分析・ 集計する

ことか ら考察してみた。

Π 試合におけるフリースロー得点の勝敗に対す

る影響について。

1 記録及び集計表

昭和48年度 日本 リーグ (後 期 )

試合結果 。フリースローと反則内容。
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※ 記録表の説明

負チーム完全成功の結果……負けたチームに与

えられたフリースローが全て成功 した場合の

得点である。その結果勝ったチームの得点を

L回 った場合は (○ ), 下回る場合は 〈●)で

表わした。成功率が llXl%の場合は,得点が

変らないので (× )で表わ した。

昭和48年度 日本 リーグ戦 後 期 )

(男子)

追加自由投負チーム完全成功結果――ルール改

正によリチームの反則数が前・ 後半それぞれ

10個 以上数えた場合 2つのフリースローが与え

られる。記録の反則数より, フリースローが

与えられたと仮定 し, そのフリースローを負

けたチームが全て成功 した得点を加え,勝 っ

たチームが全て失敗 した場合の勝敗を表わし

た。

唄 F7 チ ー ム 名 勝  敗 自 由 投 成功率 前半反則数 平 均 後半反則数 平 均

1 住 友 金 属 3   2 37/ 685 136 148

2 日 本 鉱 業 3   2 40/ 55 727 67 134

3 日 本 鋼 管 4   1 56/ 85 62 124 55 11 0

4 松 下 電 器 3   2 43/ 58 741 67 134 61

5 新  口 鉄 2   3 36/ 55 122 136

6 熊  谷  組 0   5 38/ 64 594 13 0 118

/ 計 250/371 674 130 127

(女子)

順 」 チ ー ム 名 勝 敗 自 由 投 前半反則数 平 均 後半反則数 平 均

1 ユニチカ山崎 5   0 45/ 80 142 51

2 ユニチカ宇治 4   1 27/ 50 124 104

3 第一勧業銀行 2   3 32/ 533 110 132

4 三 菱 電 機 2    3 46/ 70 657 136 114
5 日 立 戸 塚 2   3 30/ 682 132 152

6 倉 紡 枚 方 0   5 33/  56 172 118

計 213/360 136
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(男子 )

1慎 位 チ ー ム 名 勝 敗 自 由 投 成功率 前半反則数 平 均 後半反則数 平 均

1 専  修  大 9   0 49/   92 533

2 東  海  大 8   1 47/ 108 435 79

3 防  衛  大 7   2 44/

4 相 模 ]1業 大 5   4 64/ 122 525 97

5 横 浜 市立 人 5   4 83/ 140 593

6 横 浜 lI.立 大 4   5 57/  124 500 12 3 122

7 関 東学 院大 2   7 54/ 118

8 神奈川大 I部 2   7 49/  94 77 70

9 神奈川大Ⅱ部 2   7 57/ 438 114
10 神奈川歯科大 1   8

"/102
103 127

計 542/1140 475 873

昭和49年度 神奈川大学リーグ戦

2 考  察

ll)フ リース ロー成功率

「体育研究J創 刊号に発表した全国高校選手

権大会の成績は,男 子 (530%),女子 (489

%)で あった。

今回の調査では,現在日本バスケット界の

最高水準にある, 日本 リーグの成績は,男子

(674%),女 子 (592%)であった。水準的

にみれば, 関東大学 リーグ (2部)よ り下部

までのチームが属する,神奈川大学 リーグ戦

の成績は, 男子 (475%),女 子 (414%)
である。

最高水準の日本 リーグの成績は70～60%の

高い ものであるが,他の成績をみると,50%
前後の成績 しかあげ得ない。即ち2点のチャ

ンスを半分放棄 していると同じ結果である。

(2)反 則 数

昭和49年度よリルールが改正され,試合の

前・ 後半にチームで重ねていく反則の数が 10

個を越えると, H個 よリシュート動作中でな

くとも2個 のフリースローが与えられるよう

になった。

神奈川大学 リーグ戦, 男子では平均,前半

(97)後半 (107)。 女子では (95〉 (83)

であつた。 日本 リーグ,男子では,前半 130)

後半 (127)。 女子では (136),(120)で
あった。

この結果から技術的に高い水準でしか も実

力差の少ない試合においては,激 しい動きの

攻防が展開されるため, 身体接触の起る機会

が多く, したがって反則数が増えてい く。そ

れに対 し,実力差が著 しく大きいチーム同士

の試合や,技術的に低い水準のチーム同士の

試合では,反則限界のプレイの必要度が少な

いのか,そ こまで動 く能力が不足しているの

か,反則数が少ない結果が表われた。

(女子 )

順 位 チ ー ム 名 勝  敗 自 由 投 成功率 前半反則数 平 均 後半反則数 平 均

1 慶 応 義塾 大 4   0 29/ 58 95

2 横 浜 国 立 大 3   1 19/ 41 3 105 105

3 東  海  大 2   2 15/ 357 75

4 フエリス動 1   3 11/  38 47 118

5 関 東 学 院 大 0   4 17/ 36 472

計 91/220
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(3}フ リースロー得点の勝敗に対する影響

試合中与えられるフ リースローを全て成功

させることは, どんなに技術水準の高い選手

を揃えているチームでも, まれである。

もし負けたチームが与えられたフリースロー

を, その試合で全て成功させていたらどうで

あったか。

日本 リーグの男子では (133%)の試合が

神奈川大学リーグの男子では (244%)の 試

合が逆転又は同点と勝敗の結果が変ることと

なる。

女子については, 1ゴール又は 1点差につ

める試合はあるが,同点又は逆転する試合は

なかった。

新ルールをもしこの リーグ戦に適用 したと

して, チーム反則 11個 目より与えられるフリー

スローを勝ったチームは全て失敗 し,負けた

チームは全て成功させたとすると, 日本 リー

グでは, 男子 (600%), 女子 (533%)と

半分以上の試合が逆転ない しは同点となる。

神奈川大学 リーグでは,男子 (356%)の 試

合が逆転ないしは同点 となる。女子はこの大

会の結果では逆転・同点の試合はなかった。

新ルールを適用 し,それぞれ与えられるフ

リースローに対し, チームの成功率により成

功 したとし,得点を加算 してみると,日 本リー

グの男子では (1試合),女 子では (1試合)。

神奈川1大 学リーグの男子に (1試合)の勝敗

逆転が起 りうる。

以 Lの ことから,

イ)僅 少の得点差の試合はフリースローの得

点の影響が大きい。

●)技術水準が低い試合では,フ リースロー

の成功率が不安定のため,成功・ 不成功

が勝敗に対して影響が大きい。

新ルールを適用した場合, 現在の試合展開

がそのままであると, 日本リーグのような高

い水準の試合では半数以上が逆転する可能性

があり,反則と同時にフリースローの技術向

上を真剣に考え, 実施 して行かねばなられ 。`

皿 フリースロー練習過程におけるスキル分析。

1 ね ら い

フリースローラインより連続投射練習をする

とき,成功・不成功及びボールのゴールヘの着

点がどのようになるか。

日頃バスケッ トに専念していない学 tlY)に 毎

週 1回 ,左手 (利手 |十 右手)の ワンハンドシュー

トをさせ, どのようなスキル変化力■ られるか。

又大学パスケッ トボール部員の合宿練習期間に

毎日50本ずつ利手で投げさせスキルの変化をみ

′こ。

2 左手 (利 手でない手)の ワンハンドシュー

トによるフリースロー, スキル分析。

被 検 者…Y君 (21才 ,神奈川大学 経済学部

学生。)

実施場所…神奈川大学体育館。

実施期間…昭和48年 5月 8日 ～12月 11日 (8か

月間 )

月 日

成 功 Ⅲ た 。右 方向投 1,分 布状 態 通  近 投 ,1分 ヽ状 態 投射分欧状館 lJ,,`]揮 締 ル
`1状

従

% た |%|||%1右 |■ LI%1中 |% 遺 | ら 螂は 1% 運lt蔵功 泥

233 517 200 400 9 817 23 22

22 200 267 22 36 22 35 153〔 17 283 8 33 38 633 22 22

330 300 700 24 23 223
383 867 33 1? 283 237 26 2

550 11 330 567 34 222
9 383 317 50 53 25 417 31 50 31 517 24 2441 2222

480 517 3. 50
7 46 400 33 2223
9 11 31, 200 430 贈一３‐７

26
“一̈

317 250 603 2222
10 380 280 40( 367 267 371617

1,,1118 267 33: 300 65( 217 23 222
46 180 450 367 30〔 500

11  6 43 21 350 6 233 48 233 433
30 22 36? 40C 53 350 117 633 223 2222

217 530 250 367 300 500
27 33 600 250 117

::1滝:
224_

12  4 180 631 23 300
53 48: 350 , 283

i: 259 43, 37 368 341 17 201 638591
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イ)成  功 率

表及び図のことく,最初は (233%)であ

り, 2回 目に落ち込み, 41」 目に急上昇を示

し,以後階段状に上昇曲線を画き, 8か月後

に行なった最後の試技では,(533%)と 投

げた数の半分以上を成功 させる程上達 した。

Y君, 1例であるので結論づけるのは早計

と思う0 2回 目に成績が落ち,そ の後階段

状に徐々に上昇する曲線は,練習の効果を現

わす型ではなかろうか。

同 ボール着点の左右へのばらつき

上達するにしたがって真中へ,ボールが集

中することは, 予想される。結果 も真中へは,

最初30%前後であったが,後に50%の集中が

みられるようになった。

左及び右への散らばりは,遠近の度合より

はっきり目で確認出来るため, 前に投げたボ

ールの着点から,今度投げるべき方向の修正

を大脳皮質で理解 し,修 正した方向ヘボール

を投げるよう.身体が運動を開始する。

下手な段階では, 理解 した修正軌跡ヘボー

ルが投げられない。即ち筋 肉と神経の不調

和,筋 肉同士の協調の悪さ等が原因となる。

ゴールに向って左側へ投げる割合いが右側よ

り多かったのが, 6 ED」 あり,他の12回 は右側

へ投げる割合が多かった。合計すると左側に

比べ右側の方へ 44%投 げられ る割合が多い

結果であった。

い ボール着点の遠近へのばらつき

最初は真中ヘボールが落ちないて (20%),

遠い所 。近い所に投げた大部分のボールが落

ちたが, 次第に遠 くへ落ちるボールが少なく

なり,真 中へ落 ちるボールも増えたが,近
くに落ちるボールが非常に増加 した。成功率

が高くなるにしたがって,遠 くべ落ちるボー

ルが増えていった。

遠近を調節するものは,投射角とボールを

押し出す力とである。

最初の分散は距離感と力の関係がまったく

解 らず,試行錯誤の結果のばらつきであ り,

スキル発達の段階的な現われとして,初期は,

いわゆる手加減を加え,思い切り試技が出来

ず,発達するにしたがって思い切って力を加

えられるようになるものではないだろうか。

日 前試技の結果が後試技に与える影響

(方 向分散投射)…前のシュー トの着点と違

う方向へ次のシュー トが投げられた割合を現

わす。

フリースローを連続で投げる場合 前のシ

ュー トの軌跡から, 自分で予想 している成功

のシュー トの軌跡へ修正する。即ち,ボール

を投げて行 く方向,力の調節等,試行錯誤を

くり返 して行 くものと思われる。

最初は (817%)と投げる大部分のボール

はばらばらに分散 して落ちたが, 後半になる

と続いて同じ所へ落ちるボールの割合が,(60

%)程度になった。即ち,馴れていない段階

では,修正が自分の思う通 りいかないて,成
功率が高 くなって来ると,失敗 しても修正の

度合いもごく微細なものになるため, 自分で

は修正したつもりが,身体の運動としては,

まったく前と同じであるため,前 と同 じ点に

ボールが又投げられて しまうのではなかろう

か 。

3 バスケッ トボール部員のフリースロー練習

過程におけるスキル分析。

被 検 者…防衛大バスケットボール部員(17名 )

実施場所―防衛大学校体育館

実施期間…昭和48年 8月 23日 ～30日 (8日 間)

-7-



Hさ、
率
一％

功
‘
―

成 態

一
ら撃

〓
分
一―

射

％¨
一̈

方
Ｆ
‐

右

％

左
一・

遺 ・ 近 投 ■ 分・1状 態 n方 向連続投 ll状 態

近  % 中 ,ら ]遣 Iな % 1 ftfr$ll 混 1連編成功

39

86

41

43

７８

一
７２

一
３２

一
８６

ti釜 +留
」器1電機

5 101 " 40 1 25∞ 714 l 2

t7 34 2t 42  1  12  24 6112  45567 2

fi 14 T¬ 51“ |~5「 b 9 18    32 64   9 18 1020 ξ:`S' 3    J__

だ一６‐「６‐

∞

″

”

Ю

一
“

一
３‐

12  24     27 54     11  2 7  14

"
お 51101 32 64  1  13  26

`.乃

2■ 22¬ 33,

90 918 3264 S 18 4  8 2

29

30

(MD

23

24

25

26

27

28

29

30

(HA)

23

24

“

４８
・螂

”
・
４‐

“

４２

“

“

“
・３５

¨

∞

．
９６

一
８４

一
お
一
０

一
お

一
８４

一
６８

一Ъ

一９。

一”

一
７８

9'18 33 66 8 t6 lt 22 26 52 13 26 4 8

5  10    40  00     5 , 10

161"二西 ηlコ亜i I墨 ,「岩菫5,赴
2   4 91128:

| 0

121241 34 681 418 418 21 1 42 11 . 22

ず|力受|]1滋

奄ツ]曇 |〔
1爾

1

?  14  ‐  15  30 28  56 7 14 itl t・
・ 1° 13 1

6  12  1  13 26    31 1 62 8'16 5.

11『 |『
:諄

|::1遥
19  38    19  38    12 24

4 ‐  8    10 20    ∞  '2

20  40  1  21 48     6  12

8i16 4'::r 4

193,38“
12 24  2● lαl,34
4  8  4926  26
5 10  312  6773 2

81  203  1401 35   179 448 Z185         0

“
３７
・４‐
・”
“
“
一３７
・４
珈

70

74

82

74

,2

70

74

82

'48

t2 24 30 60 816
ol rz f:s zo o-rz
8163672612
rfl zo I ial so 

- blre
ro m'u oz -l re

2 4 32 64 16.32
i:lze lgalml -'ia
rolao ialsa - q z
't4 , t8_5 254 _ 6j_5 72 t8

22  44  ‐  161 32    12  24 15∞ ・ 28'130

r9 38 23 46 816 121 24 23714 2

25

26

27

28

20

30

く,′ :〔 ))

”
一２４

′
“

|「面 : jT: ,lir― l 23

1了   

“

    lb 32    1′ | ′

20  40    19 38    11  22

鳥l語 l繁戸i「丁
10 m   22 44   '18 ∞

135 338 170 425  95 る0

10 6Z II`:

近±1士豊_:た二
1122 111238  2
10 20  24■91● 4

97● 3        ●

72 51101 ∞ 60 15  30 13  26    16 2    21  2 9118  3357  367  2

∞
∞
一３‐
３‐
一∞
一”
“
浙
∞

“

”

２

．
聰

一
６２

一０

一７８

．７８

７２

．７‐８

一
∞
一

η
一

７４

|:::|:牛璧1-モ :|:

―
:易 |=‐ ::IJ:1穐

■1″塾1"[=18
10  m    35  70     5  10

事|:事:i:|:iト

16 32 t3 26 21 A 11 22 2.3 3.3.6. 2 4 8.8.

％
一２６

″

一２８

H22三li面

「

121ル _

導liに籍1髪I

11122  2614 2357
!81" ,333462236
13126 i:ゼ 22411  2

14128 :22`｀ 47  2
29 8 i6 tz sa- 2s so 1020,=221 2?

30

(ヽ■)

23

24

26

13.261275411020 6 12  3555 357 1 3

理亜″81“9423[|:gL3嘔 92  23 0

ラ『「
5も

‐
 12 24¬

~10 m
3  1 222

ol 12」 34‐

"_1⊆
贄

6110135‐O i 10 1"
_笙 411B86」 ,4_
173411734 16.2

7 .

15,
簿
一３

26 ∞
．３８

お

76
コ器調蔦i■鷺

163212040T14128 10 . カ 244
17 311_22‐ 4411 1■ 22 9118 1234

28 31

"39
286

Ю

一
“

一
３８

∞
．７４
一７８
一“
一∞
“
一“

10  "   ∞  66    7. 14 25  50  1  " 40     5  10 18136 27 2

29

30

e″A)

rs 30 3t 62 4I 224 21 .42    17. 34 141お 4

Ⅲ:1日 :i■鵬
14128 15∞ 12142 20  346610:5?

151 145863 104.26 1“ ,

15∞  23561 7114 131る 201 58     8  16 7 14 |♀ :1:'213   ヱ
24 91 18 1  "1 58 1  12 124 13 18  36  .  19 ∞ 18

“

せせ2122  2

26 81襦 T3Pこ ¬ 81■ 12 22. 44    22 44 7 14
2228133810

26 38 76 而120 1 0J I。  1 5i10 ”
一

21 .42    161 ∞ 11 22  3● 4611 9 2

６２

一
∞

３‐

．
∞ II男¬ll%「:+電

11 22 28. 66    11  22 16 32 2221 2
28 1886. 2 481 816 14 28 22  1 222
29 42184

'「
「

T『
…

丁百 17 1 34 P I talzo 4 8 47812 9

30 31162
~」

i1213‐
'4~「=汗

■ 23 1 46 16「豆「 112 16 0 3334
(KO) 234, 71 76119 1263167  5611 115 238 1"

“

51 10 268 23 ⑥

-8-



ヽ
市

成 功 ■ a~ 石 万 Π 伎 射 分 ● 状 態 遺 ・ 近 投 ヨ1分 ● ll rt 同 方 向 連 続 投 射 状 態

% 左 % 中 % 右 % 2111%1中 |%1遺 |% % エ

23 36  72 8 37 74 5 46 20 7  14 7 14 2235 2

“

  72 2 4 40 180 8 2?

“

9 18 9 22225
25 72 3 6 35 70 12 2 16  32 17 17 ● 11 2222'

"
2 4 35170 13 % 22 . 

“

19 38 9 18 23 23

27 お 6 12 32 164 12 24 17 ●  20 18 22247 222
28 66 11 68 5 31  62     15 4 8 13 3359 357 2

?4 56 4 8 14  郎   1 17

“

19  38 8 16

74 4 8 80 6 21 42  18 11  22 8 16 72345 4?8 2

272 1 680 54 1 135 281  703   

“

165 13  395 153 89 223 7243 1  0

23 68 9 31 1 62     10 1 20 12  24 25 13 50 2

5 37741 316 26 22 19 38 224
62 9 166     81 16 32 24 48 10 17 鎌 ′87

“

5 ?;1 74 8 16 34 25 8 16 3 6 2118 16

4 8 39 23 24 48 12. 24 10 3445 2
30 61 13 % 54 10 36 24 48 816 18 2246734

"
58 6 38 76 6 20 40 19 38 11 1 22 9 18 25 222

30 ●6 5 62 14 28 21 2 16 13

“

6  1

(NO) 140 683 71 173 3281 179 448 90  225 119 298 0

23 30  60 14 郎   33 .66 3 6 22 .44    14 28 14 28 16 23567 222 1 3

24 a 

“

612 38761 612 40     19 38 111 22 15 345
25 38  76 | 2 44 88 510 26    24 慇 13 ‐ 26 10

%  52 20

“

418 46  1  21 6 12 17  34 23345 334  222
27 30 61 14 28 66 3 6 22

“

19 38 9 18 16 32 33 2

26 38 29 58 2 4 46 20 7 14 22 1 44 5

35 7

“

5

“

8  16 10 1 20 22479 550
32 5 40 180 27 20 11 ' 22 2456 311 1 22

(yO) 281 83 425 ' 159 398 71 178 117 0

23 48 6 80 4 8 15 '30    19 38 16  32 2334 223“

?2 4 8 80  1   6. 12 15  30    22 13  26 8 16

34 68 5 21 1 42    22 44 7 . 14 14

27 54 15 30 8 24  43  ‐ 16 10  20 17 245
27 ″ 10 20 36 1 72 4   8 26  52    17 34 7 15 2334 2

31 62 9 20 40    22 4 8 16 16 3 22

54 13 % 4 8

“

24 48 6 22 44 357 2

33 5 45 0 21 7 14 11 22 77 5713

(いヽ 74 40 178 127 318 ⑩

23 24  48 38 19 38 郎 19 17 る 2224て 223 2

29  58 10

7

28 23 12 20 2

25

"  58
72 7

“

21 10 16 6

28  56 11  22    の 10 2 慇 11 25 6

2? 37  74 2 4    43 5

"
58 8 16 11 226 2101

30 61 10 ,力     32  64 8 32 F14 5 10 16 2

291 58 34    29 58 4 8 20 40 22 44 8 16 17 34 3338 3344 2

(NA) 19? 214 611 67. 191 311 486 71 325 0

40 13 % 31 7 11 52 25 ∞ 34 334

32 5 64 131 26

“

16 υ 15 15 233 2

25 27 54 9 36 72 1 5110 % 52 17 γ 7 14 16 2

26 31 20 64     81 16 2 48 17 34 9 15 225' 2

2, 34 68 20 66  1   71 14 11 14 28 ∞ 15 ∞ 27

32 64 10 20 10  20 ll 22 23

“

32 17 8234:
27 , 14 28 56      8 ‐ 16 22

“

21 42 7 14 18 32222 23

32 6 η 84   2 4 34 14 28 19 38 14 2334
(mm 77 2● 653 ∞ 115 0

-9-



沐
成 功 率 た・ 石 万 回 投 1,分 布 状 憑 遺 ・ 近 投 射 分 布 状 態 r・l方 向連続投 射状 態

% ん % 中 % 右 % 近 % 中 % 遺 , % % 混

23 56 4 8 70 11 20 24 48 ほ 22

24 25 51 8 23 56 14 28 24 48 5 10 40 2245 9 2222
25 29 58 11 22 ∞ ∞ 9 36 24 48 8  16 26 52 3335
26 28 56 8 32 64

" "
40 36 24 24 48 223341246

27 68 9 38 76 3 6 26 8 16 14 28 :`′ `'36101
28 31 ∞ 10 20 38 76 2

"
58 13 8 1 16 15 ∞ 2.3 3.66 3.10 2

29 62 0 34 7. 14 26152117.34 714 18 36 .3346 336  22
30 29 58 8 11 ‐ 22 15  30    17 1 34    13  36 1632 1:2“ 233 22

(KA) 585 67 266 665 67 163  408  159  398  78  195 157 3q3           ■

20 48 7 72 7 1 30 1 ∞ 10 1 20    10  20 13 26  244  56   22
24 24 48 22

“

38 9  18 25 1 50  1  11  22  1  14  28 24‐ 慇
| 22234 234   22

26 29 53 22

“

16 32 24  48 ‐  10,お     161 32 19‐ 38 22247236  0
26 01 48 11 22 38 32 115 30 36陽鸞 22

2, ∞ 20

“

11 11 22 24 慇

２

３‐

“

６２

17 34 8 8 21 42 121 42 245.6 2

10 22

“

86 ∞ 15 30    20 40

"
40 2245

30 32 38 26 5 7 15 30  28
“

33471:::・ 3

(TA) 583 85 109 ' 273  145  363 152 380 _|  _L_Q
23 46 , 68 9 38 21 '42    101 20 1 22

224 29 58 8 66 9 20  40    18  36

25 48 ll 22 66 6 12 42 23 1 46     6  12 26 2 422336    2
26 36 34 68 10 21 40 21 42  ,   9 18 27 54  3    256  223
27 64 7 14 38 5 10 48 Ю   6 12 8 16   23■    2381S

∞ ∞ 211 64 8 16 34 22

“

 , 11  22 23  46 2

22

“

11 22 27 54 42 46     6 12 ヽ 70  22   29
30 25 ∞ 48 11 34 10 21     23

“

23 

“

  2233 241  2
(0) 203 503 400 1  m 185 45.3 @

24 48 8 16 25 m 17 34 27  ●     9 18  14 28
" 

●   ,RlSA 2

24 ∞ 61 26
"

64  5 10 25 50    18 36  7 14 15 m i````13`  ' 22
26 26 22 44 9 18 28 56    10 1 20    12  24 2 44 2.2.2.5

26 48 12 7 14 13 26     24  48 27 ● 2220,

27 28

“

10 211 31 61 21 54 12 ″ 23346 2230

28 56 14 28 ∞ ∞ 6 12 6 12    12  24    32  64 36 22414

48 11 22 20

"
15 30     13 26    22

“

27 54 223 3

00 19 38 16 32 26  .  17 34  20 ∞ 4 3

I 1∞ ∞ 385 104 260  142
"5

0

18 36 3 16

"
46

“

13 26 15 30  2
“

32 64 223512    22
3 16 62 11 46 28  13 26

“

344  255  22

28 24 29 58 91 18 46
"     8

16 34 は`22'338 3
5 10 34 11 22 12 25 ∞ 13 26 54  245  334  2

25 ∞ 8 16 82 1 46 42  6 12 38  2233 3313  2
29 58 28 26 52

"
14 28 34  19 38 24 

“

3

20 27 54 26 16 32 38 15 31 Zl 

“

25    2

24 48 30 12 46 42 15 30  1  14 28 52  12233

(1ヽA) 198 495 30

"ll
223 9‐ 243 363 3631110 275 1911473 0

-10-



(集 計 表 )

14)成  功 率

個人的には84%か ら495%と 差はあるが,

全部を集計 してみると,初 日は 58%と 低い

が, 2日 目より最終日までは64%前後 とは

とんど変りがなかった。

これは, 短い者でも半年以上の定期的練習

を繰り返 している部員であるため,一応の技

術水準に達 しているものと思われ, 8日 間連

日の試技の結果では, この水準にある者では

顕著な上達が現われにくいものと思われる。

10)ボールの着点の左右へのばらつき

個人的にみてみると:特有のばらつきを現

わす者も居るが, 概ねが集計されたような傾

向であった。即ち, 集計表をみると, 真中ヘ

は60%が 集中 し,左の方 向 (208%)が 右

(156%)よ り若千多 く投げられていた。全

員が右手が利手であり,ワ ンハ ンドシュー ト

は, 2の Y君 の左利の場合にもみられた通 り,

投げる手の反対側に若千ではあるが多くボー

ルが落ちる傾向がある。

|, ボール着点の遠近へのばらつき

集計 した値をみてみると,真中・近い点・

遠い点に投げられるボールの割合は (96%。

“

8%・ %8%)で あり,遠 くに投げられる

割合は1/3に 近い値を示 している。これは2の

Y君の後半の傾向と同じであ り,近 くに投げ

る割合の多いスキル段階よ り進歩 したスキル

段階の者の示す傾向ではないだろうか。

日 前試技の結果が後試技に与える影響

初日ではボールに馴れていないことから(38

%)の シュー トが前に投げた着点 と違う方向

に投げられたが, 2日 目より最終日までは30

%と減少 し,大部分のシュー トは同方向に投

げられたことになる。

個人的にみると,一番連続に同方向に投げ

たのは,(Mi)君 で最終 日に 28本連続に投

げた。

集計表から, 同方向へ連続で投げた値が,

少しずつではあるが, 日を追って階段状に増

加する傾向から,全体として上達の傾向の現

われとみるのは間違いであろうか。

4 ま と め

2, 3か らフリースローを練習してい くと,

上達 していく状態は, グラフが階段状を画く。

未経験者は急角度の上昇線を画くが,段 々と

なだらかな線となる。

ワン′ヽ ンドシュー トの場合,右手で投げる者

は左側へ,左手で投げる者は右側に,少 しの割

合であるがボールが多 く逸る傾向があった。こ

れは腕の生理的構造によるものと思われる。

ゴールの中心より,前後,左右の方向を考え

ると,末熟の段階では中心にボールの落下が集

まらず,分 散の割合が多い。

前後と左右では,視覚によりずれの度合がは

っきりわかる左右のばらつ きが早く修正され,

中心にボールが集まるようになるが,前後の関

係では, 最初大きくばらつき,次いで前方にボ

ールが集まるようになる。

前後の関係を調節するのは投射角と力の問題

で,上達するにしたがって中心にボールの落下

が集中するようになり,後方への落下の割合も

増える傾向を示すようになる。

ゝ
成 功 率 た 。 右 方 向 投 身1分 布 状 態 還  近 投 分 布 状 態 投 均1分 散 状 態

:% 左 % 中 % 右 % 近 % 中 % 遠 % %

23 29   580 11 ∞ 9 ■ 0 15 19 380

24 “

６６

¨
塾

‐２０

８

一
‐０

一
‐０

2上竺主
∞ ' 660

31 , 620

9 340

“

0 280 14 280

25 8 yO 13 3011

３２

・
２

9 340 400 13 17 340

10 1 200 33 | 66.0 7 21 12 240 14

28 32640
311620

11  1 220

15 1 300~01i§
b

31 620

,1上γ9_

31 1620

7 12 20 16

29 5 100 320 14 280 16

30 33 66.0 8 180 34o 19 380 14 280 13

254 83 252

01t1636 315 630 338 268
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健 康 つ く り 推 進 の た め の 動 向

一―横浜市の実態分折からみる指針―

横浜市立桜丘高等学校  藤 原 康 平

1975
日本 体 育 学 会 神奈 川支 部

I はじめに               とにあり,その推進のための条件設定を試みるも

健康つくりという言葉は,意外に思う人もいる  のである。

かもしれないが,医学専門用語としての1'民権を

もって0ヽ ないといわれる。           Ⅱ 調査概要

ところが「健康とは完全な肉体的,精神的,お   生涯スポーツ運動のl_l知状況および運動施設等

よび社会的によい状態であり… …」というWH  に対する関心を調査 し,健康つくり横浜市民運動

0憲章の「よい状態Jと は, どういう状態をいう  推進の基礎資料とする。

のであろうか。                 ① 調査項日

従来の健康つくりは,すべてといってよいほど   イ,健康つくり横浜市民運動の周知状況

に個人のレベルの健康つ くりであったといってよ   口,実行 している健ll.,体力増llt法 について

いだろう。そこては,食欲がある, よく眠れる,   ハ,運動施設に対する関心

元気がよい,よ く働ける 一 といった生理的状況   二,今の青少年は運動不足か

ないし,生活についての本人の実感が基準になっ  ② 調査対象者

ていたり,′しヽの豊かな態度, はきはきした行為な   イ,母集団

ど,行動に対する他者としての評価が基準になっ     横浜市に居住する.25～ 55才 までの企業従

ている。また,責任感やリーダーシップそして,     事者

協調性などの社会的基準も注目される。しかしこ   口,標本数

れらはあくまでも,個人の状態についての側面で     600名 (男 女各300名 )

あって集団ないし,地域社会の健全性に注目して   ハ, 抽出法

いるものではない。つまり,人間の菊1的 認識が地     層化二段無作為抽出法

域社会的な考えにまで到達 し得ない限りは,霊的   二,調査時期

認識に健康つ くりの基礎を委ねなければならない     昭和50月 2月 21日 ～28日

だろう。ということは個人の健康つ くりといえる   ホ, 調査法

生活実感と,地域社会的な健康つ くりとの乗離は     郵送による質問紙法

ますます拡がることになり,不安のどん底に陥い   へ.回収結果

り,保健行政に対 して,個人のレベルで反応 し,     有効回収数 523名
つまり知的ないし,数量的な施策に対 して感覚的     男子 236名 (786効
レベルで反応 して,大 きな社会不安を生 し,パニ     女子 287名 (956の

ック状態がおこるかも知れない。

Ⅲ 健康つくり横浜市民運動についてそこで,身体運動を通しての健康つくりに対す

る横浜市民の意識を把握し,それの基盤に立って   健康つくり運動は,横浜市においてのみならず

健康つくり推進のために果す,身体運動の使命と  全国各地で行なわれているにもかかわらず,その

課題点を究明するものである。従って, ここに求  認識度が50%〔表 1)に も満たない現状には驚き

めるべき健康つくりは,市民個人のレベルの健康  のほかない。ことに女子においては, 164%と極

つくりと,地域社会レベルの健康つくり,それに  めて低く,あ らためて積極的な広報策を施す必要

横浜市行政 レベルの健康つ くりとを結びつけるこ  があろう。知った動機についても新聞 (横浜市広
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報)か らのものが多いが,他 人からなんとなく間

いたという低い意識からのものが|も い率を占めて

いるのは意外というはかない。従ってポスターな

り,パ ンフレットなり,I」 覧板等を,」 してlll極 的

な催 しものや,集会を行なうことが健康つくり推

進のための意識こう揚にも直結する手段といえよ

う。

そう0ヽ った意味においても, 横浜 ,は もっと積

極的な広 llt活 動を展開 し,健康つ くりの絶対感を

1,民に滲透させていく推進方針を1月 確にする必要

にせまられているといえよう。

〔表 1〕

男 性 女 性 「 |

健康つくり横

浜市民運動を

lllっ ている 262タ 164% 426%
知 らな 0 203% 371% 574Z

〔知った動機〕

ポ ス タ 24% 08% 32%
′ヾ ン フ レ ッ ト 09% 08% 172
41yし や 集 会 17, 11% 282
回 覧 や お 知 らせ 112 32% 432
新聞 (広報よこはま) 123% 87%210%
他  人  か  ら 76% 106% 1822
そ の 他 042 22%26%
わ か ら な 0 042 18/222

横浜市のような社会,経済r約 なしくみのなかで

は,健康つくり運動の関係にそう多くの公資を期

待することには,あ る一定の限界がみられる。だ

とすれは,そ れぞれの地域社会で,地域住民の生

活にとって,な にが大切であり,そ のなかて健康

つくり運動をおしすすめるとしたら,ど うすれは

よいかを公私一体となって話し合う場がたいせつ

である。そこで学識者も,行政 も,住民も皆がい

っしょになって話し合 うような地域健康つくり連

動振興協議会のような組織づくりをすすめる必要

がでて くる。

そして, そこで一つのコミュニテイプランがつ

くられ,行 l・Kは これを受けて 市民の合意に基づ

く健康つ くり運動を強力に推 し進める必要があろ

う。一方,民‖〕の側からは,個 々の欲求を社会化

(組 織化 )す る必要があり自らの問題は自らのカ

で解決 してい く自立性の確立が人切であろう。と

ころで, このような健lkつ くり運動の行財政を展

開するためには,で きるだけ地域社会の実情にあ

わせて多様化させる必要があり,そ のためには行

財政権の各区分権をおしすすめる必要があろう。

Ⅳ 健康つ くりのための現況

健康保持,増 lltし ていくために,な んらかの手

段をこうじているものは542%〔 表 2〕 と比較的

高率 じめているが, ここにおいても女性の無関心

ぶりが目立っている。無関′らヽというより,む しろ

男性:の 口i一化された軌道上の生 711リ ズムに対して
,

女性は無軌道に突発する雑務事象が大きな基因と

いえる。

健康つ くりを推進 してい くためには,こ うした

男女間の生活概念の格姓を是正してい くことが必

要条件になろうo

健康つ くりのために施 している内容をみても睡

眠を十分とるとか,栄養や食事に気をつけると|｀

ったことが高率を示 しているか, これは男性のみ

の主体1/1な 傾向といってよく,女性の場合は逆に

その頻度が低 くなっている。規律正 しい生活をす

るとか,簡易な体操によって体をほぐすとか,栄

養剤にたよるといったような消極的な健康つくり

への姿勢が女性に多くみられるのは,い ささか,

その意をllな い。このことは, スー・ ―ツを
`'な

う

ことが健康つくりに直結 しているケースが 4・2め て

低率であらわれていることと相まって,健康つ く

り推進のための今後の大きな課題といえよう。

〔表 2〕

男ヤt 女 性 オ|

健康つ くりのため |ぁ る

[獅
しているこ

1藤
387%155% 5422

140% 3189 458%

〔実行 している内容〕

睡 眠 を 十 分 と る 168タ 62% 2302

規 律 iEし い生 活 47″ 83″ 130″

ス ポ ー ツを す る 17″ 70″

体 操(ラ ジオ,美容)す る 17 59″ 76″

歩 く 運 動 35″ 1103″

栄養や食事に気をつける 167 109′′1276′′

薬 (栄 養剤)を のむ 27 62′′1 89

そ  の  他 21′  22″

不 り] 01″ 01″

〔表 2〕 ても明らかのように,健康つ くりのた

めに,ス ポーツをするとか体操をとり入れるとな

歩 く運動を積極的にやっていくといった,い わば

身体運動を,こ してのものは 249%に すぎない。

しか しながら健康つ くりを積極 r灼 に/「
●進 してい
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い くたy)に は,生活と直結 した身体運動の組織化

ということが, もっと重要な視点にならなければ

ならない。健康つくりに根ざした身体運動が実を

結ぶか否かにおいて、最 も大切なことは ,「 ……

のため」といった■から へヽのコミュニケーショ

ンか ら 横浜 ,民一人ひとりの意志を尊重した F

から上へのコミュニケーションのチャンネルの確

保如何にかかっているのである。

従ってここでの課題は健康つ くりへの欲求をみ

つめ,相談相手および,そ の実現への手助けとし

て組織、運営がなされなければならないというこ

とである。

横浜市民の健康つくりに対する17h求 は急速に高

まっている。 しか し,そ れは,い われるところの

十分なヒマとカネに意まれ,健康つくりを積極的

にやっていく余裕ができたからではなく,ま して

や「健康の保持,増進はあなたの自党次第てす。

運動と栄養についての認識を深めなさい」という

上からの啓家によるものてもない。

公害.過疎,過密,住宅難.交通戦争, 自然の

破壊等の劣悪化する市内の生活環堤のなかで,運

動広場をうばわれ.せめて自分の健康は自分で守

ろうという切実な要求が強くなっているのである。

V 健康つくり横浜市民運動の標語
につ い て

健康つくり推進のためには,標語による視覚中

枢に訴えることが当然の策として考えられる。こ

こにあげた各種の標語の中でも,万歩運動の知名

度は 725%〔表 3)と ,男 女共に他を圧倒している。

これは表JLが 簡易であることもきることながら,

活動そのものが, 日常生活の延長につながる素朴

な動きの反映とみてよかろう。

他方女性においては簡易運動 (マ マさん),男
性においては,体カテス トが標語による視覚主因

を示 しているのは,横浜市の地域IIか らみる市民

の一般的な活動の傾向と合致するところがあり,

このような動きが, さらに推進されるところに健

康つ くりの重要な課題と展「jllを みること力で きる。

このような標語があることを,全 く知らないと

いうのが 235%, これは驚 くべき数値で今後,十

分,吟味,検討 し細密なる分析を試みる必要にせ

まられていることを意味している。

(表 3〕

健 康つ くり運動のほ

``を

知 ぅているか〕

9j・ け 歩 け 運 動 (″ ル 通 勁 )

一 食 1色 二 日 で F■ ● 輌

体 力 を 確 め よ う (体 カ テ ス ト)

一 B]5分  体 を 助 か そ う

mあ (マ マさんも,,)運 動をしよう

ど れ も 知 ら な い

このような健康つ くり推進のための標語の中でも,

最近では,市内の銀行や会社など民‖り団体も健康

‖J題 と衡連して,表現投資に意欲的にとりくむ機

運がみられる。これらの民間資金を導入 した,い
わゆる半民半官の第ニセンター方式による地域標

語のlll発 も考えられるべきであろう。

要は横浜市民が4Jl日 の生活の中で, このような

標語に親 しみ.健康にして文化的な生活が営める

ような身体運動への刺激条件が整っていることが

大●Jで ある。

今日の社会は,市民も行政も,みないっしょに

なって,生活の知恵を‖iし 合い,97能 な限 りでの

標語に資本を総動員する必要がある。そのいみて,

今 日の健康つ くり運動の標語をめぐる問題は,多

様化の時代に入ったと考えてよく,身体運動の社

会,経済的アフローチが特に必要な1寺 期といって

よかろう。

Ⅶ 近所 にある公園や ,運動施設の
実態 について

健康つくりを推進するためには,身体運動を積

極的に行なうということが絶対条件となっている

のは当然のことであるが,そ の身体運動を行なう

施設については薄水の感を禁 じ得ない。 (表 4),

近 くに小公園があるというのが 300%で あるが
,

横浜市のような大都市においては, このささやか

な4ヽ公』すら設置するのが困難な状況下にあって

は, まず至当といえよう。

これに対して屋内施設の不足は83%と 目にあ

まるものがある。す くなくとも,区単位で 5～ 6

個所の誰でも,いつでも, 自由に利用できる屋内

施設は絶対必要条件である。横浜市の現状をみて

も,気軽に,無料で,い つても利用できる施設は

皆無に近い状態である。ましてや近 くに運動施設
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が全 くないというのが50%強あることについては,

身体運動をlYし て,健康つ くりを推進しようなど

とは全 くの夢物語りに終ってしまいそうな気配す

ら感じられる。

〔表 4)

また,施設数が少ないばかりでなく,市民が余

暇に身体運動を楽 しむ場所としては,か ならずし

も,よ く準備されてはいない。例えば,ボール類

を使用 してはならないとか, 自転車での乗入れは

厳禁とか,大等を入れないように等々,規制条件

があまりにも多すぎる。一方, プログラムを準備

したり,指導者をおくことに全 く考慮がはらわれ

ていないために,こ れらの施設は結 l.」 いわゆる

・ 貸座敷
‐

的になり,市民には無縁のものとなっ

たり,数少ない公共体育館は,その運営,管理に

おいても,市民の運動需要を満たす場所としての

機能を果たしていないのである。

以上の点からして,今後の横浜市の公共体育施

設を考えるにあたっては, もちろん数の増加は必

要なことはいうまでもないが,問題は, どんなタ

イプの施設をどこにつくるか、そして,そ の運営 ,

管理をどのようにするのかとの関連において,そ の

数の増加が考えられねばならないのである。従っ

て施設の建設にあたって利用者の立場に立って考

えてい くということであり,市民がその余暇に気

軽にできるような市民の生活と密着 し,市民 (区

民)の センター,い わゆるコミュニテイー・ セン

ターとしての機能を果たし得るような施設を考え

てい く必要にせまられている。

Ⅶ 運動施設の困窮状況

身体運動の重要な使命てもある健康つ くりの推

進には当然,気軽に使える運動施設がなくてはな

らないのであるが,その気軽に使える運動施設が

なくて困っているものは746%の 〔表 5〕 多きに

至っている。つまり積極的に遠地にまで出かけて

身体運動をし,健康つくりにいそしむ時 1聞 も暇 も

ないということになり,近 くで気軽に使ける運動

施設を積極的に推進 してはしいという要望にもつ

ながる。

殊に男性においては,運動場のような広い屋外

施設を,女性においては体育館のような屋内施設

への要求度の高いのが注目される。

〔近くて公固や連動施設があるか〕‐学法lll放 も令む

公園 (幼児のための遊園地は合まない)

運動場 0球  サンカ~な どのできるところ)

どれもない 知らない

〔これ らの施設は誰 もが気軽に使用できるか〕

全 部 で き る

で き な い も の もあ る

全 部 で き な い

わ か ら な い

〔表 5〕

〔気傷に使える運動施設がなくて〕

男 注 女 性 計

困 る こ と が あ る 164兌 ,46%

困

± _ョ f赫
「

〔な くて 困 る運 動 施 設 名 〕

公園 (幼 児のための遊園地は含まない
'

37ら  31% =:■

鰤場輌球:′ ヵなどあ:き るところ 15レ 1:″ 68″

テ‐ス パ レーボール ′`スケ ントボールコート等1 22″  16″ 1 38″

体育館 晨内コー ト 卓球場等

柔適場 剣道場 弓適場等

スケート場 プール年

そ    の   イし

ない わか らない

喘
Ｌ
」巨
晰

陛戸
卜畔
Ｔ̈

津哺卜」
し
耐

誰ても気軽に,いつても利用できる公共施設は

民間企業のそれに比して極度に少ない。その少な

い公共施設 もほとんど競技中心のデラックな施設

が多いわりに,一般市民向けのものか付属的な,

つけたし程度のものに終ってしまっている。もっ

と生活に密着 した簡易な広場のようなものてもよ

いから,つ くっていかないことには,健康つ くり

推進のための身体運動は不 nII能 なものとなるであ

ろう。

三ツ沢運動公園をはじめ, スポーツの日の設定

によって,あ ちこちに無料開放日をセツトしてあ

るが, これとて準エ リー トスポーッ人の憩の場で

あって,一般市民には全 く無縁のものである。も

っと市民,区民の要望につながるような施設の建

設がまたれるわけである。
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現状では, とりあえず既存の学校施設の開放を

さらに促進することが先決であろう。これまで開

放の障害になっているのは管理体制の問題て,そ

の責任を学校長から,社会スポーツとして使用さ

れる時間は,教育委員会に移すなどの方法がある。

これらは法的な手続 きが残るが,要するに学校を

教育の場だけでなく,市民の健康つ くり推進の中

心センターとするかどうかの問題 であり,開放

施設整備をも含めた, これらの手引きを早急に作

成する必要にせまられているというよう。

皿 青少年の運動不足状況

健康つくりの推進には運動不足が大きな阻害条

件になることはいうまでもないが, その運動不足

を成長期の青少年に痛感 しているのは男性の方で,

女性においては,青少年の運動不足を意に介するは

ど阻害条件とはしていない傾向がみられる。

(表 6〕 このことは,と りもなおさず男女の運 動

不足に対する理念の相異のあるところで,健康つ

くりのための身体運動という積極的姿勢と, 日常

の行動程度の身体運動という消極的姿勢との, と

らえ方の差があるといえよう。

青少年の運動不足の主なるものは,遊ぶ場所が

ないという施設面であり,車が多 くて外は危険で

あるといった社会状勢の影響がこれにつづいてい

るとあっては,運動不足解消の手がかりを求める

にな,全 くいばらの道である。さらに,今後は受

験体制の反動から過保護教育も, これに追いうち

をかけることになろうし,社会全体の基本的な課

題としての健康つくり推進を検討 していく必要に

せまられて くる。

〔表 6〕

ただ,こ こで問題になるのは,学問的に健康つ

くりを意味するところの運動量の規定に非常に難

かしい要素があるということであるが,一方では
,

身体運動は人間の健康つ くりを左右するに必要に

して十分なエネルギー消費を要求することを知 るべ

きである。そうでなければ,毎曰くり返 している

洗面や食事の動 きでさえ運動になってしまうから

である。従ってその人の現有,健康 レベルを維持

上昇させるために必要な運動をもつ行動が身体運

動であることの認識を深 く,啓蒙してい くことが

課題になる。このことは女性において特にその必

要性を強 く示 しているといえよう。

また一方においていえることは,青少年には青

少年独自の運動のしかたがあり,決 して規格制に

とらわれてはならないと同時に,人生の中で基礎

体力をつける最高の時期であることも認識しなく

てはなるまい。換言すれば,体格,体力,性,年

令,健康 レベル等々に応じて,各 々の水準であら

ゆる身体運動を していくという前提にもう一度 ,

たちかえる必要があることを基本的理念として理

解する必要があろう。

Ⅸ おわりに

以上,せ まい領域からの観察てはあったが,健

康つくり推進のための指針をとりまとめてきた。

しかしながら,われわれを取巻く環境が,日 に日

に便利になり,横浜市民は身体運動をしなくても

結構,快的な生活が送れるようになってきている。

そして,それらの市民が健康て長生きてきるよう

になったとすると, これを, どう理解 し,多 くの

市民に身体運動の必要性をどう説いたらよいか ,

おおいに頭を痛めるところである。

特に人間として生きていく上に必要な「寝るJ

「食う」については,必ずしも,そ う強い呼びか

けがなくても,量的には生理的欲求が出てきて,

大体予定通りに生きていけるはずである。それに

比べて身体運動の場合は,全然,動かないという

ような特別の場合 (例 えば病院に入院するとか)

を除いては,そ こそこの身体運動,すなわち日常

行動だけで生きていけるようになってきているの

である。 しかし, このへんのところが真実である

かどうかという点について,前回の論文・変化を

考える・ 第ニスポーツ (日 本体育学会第26回 大会

発表)の資料と合わせて検討しまとめにしたい。

ここでみられる特徴は,横浜市民の多くの人々

"ゞ現在運動不足を感 しているということである。「身

1思   う 317%■ 8%465%

‐」1・

―
・  ́|・・

「肖少 年 は還 勤 不 足 だ と  '思 ゎ な い

II● からない 124″

(■ 動不足
"“

因は,

■,ら ない   10]

‐ レビを見7.ル |.が 多 (外で遊は7・ い '6″

111`多 (外
=危

険 だ
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体運動

～

やらないといけないJと 考えている人が

多いということである。これは男女共にまた各年

令層とも一般的に考えられている傾向である。し

かし,思 っている割にやっていないということに

ついては「施設がない」.「指導者がいない」.

「誘いがあればやりたい」というように非常に消

極的,引込思案の答えが多かった。なにかなくて

も身体運動はやりたいという積極的な答えは極め

て少ない。またその中で施設に対する今後の要望

としては独立fI目 の競技場よりも,近隣のlli動 広

場の設置を望む声がlF倒 的に多く,ま たやりたい

スポーツ (身 体運動)と しては,水泳,サ イクリ

ング,釣 り,散歩のように極めて手軽に取り組め

るflH人 種目が多かった。

その意味からすると水泳場でも, これからオー

ルシーズンのものが必要と思われるが,そ れにも

増して顕著に感 したのは,こ れらの種目が非常に

個人的色彩の強い種目であるということである。

この意味でも,個人レベルでの健康つ くりが優先

しており,地域社会レベルでの健康つくりの域に

は到達 し得ない困難性があることがり1確 にあらわ

れている。

集団的○○大会というようにプログラムが提供

されれば参加するが, それ以外は「一諸に行く友

達がいない」とか「いい年をして恥かしい」とか

「 この年になって運動は苦 しいJと いうような答

えが多く,ス ポーツのもつ娯楽性に案外,関心が

少ないということである。すなわち,ス ポーツは

「遊びだ」「遊びには日常生活の中で ある種の後

めたさを感 じる」というような,今 までの IL相 ,

一方では「スポーツには勝敗がつきまとう,それ

がために一生 県命やると,な んとな く精神的に重

苦 しい圧迫感を感 じる」という深刻感が表面に出

て,娯楽的が影をひそめているのである。健康つ

くり推進のための阻害条件もこういった点にひそ

んていることに着目していく必要があろう。

その点 最近の身体運動実施者の中には散歩の

愛好者が多いという事実や,個人的種目を希望す

る横浜市民が多いということは,結局,人 々との

関連を考えない,すなわち自分一人でも楽 しめる

孤独性の強いものをとにか く希求 しているという

ことである。

日本の民踊は横浜市内で,あ ちこちで非常に多

くの人々が参加 している割に (例 えば盆踊 りのよ

うに)一人ひとり孤独なのである。もちろん民踊

には民踊なりの背景があって, 日本の民踊には宗

教的色彩が強 く,男 女の交歓についても忌み嫌っ

たところもある。しかし集団の中にはいっている

けれども孤独な一人という風潮が今日の横浜市民

の他のスポーツにもあるのではなかろうか。市内

のすみずみまで広がっているパチンコのlt呂 をみ

る時,やはりこれ も無言で一人楽 しめる因子を内

蔵 しているように思われ,その意味において,個

人スポーツと共通性を感 じてならない。

この隣の人とはなんの関係 ももたない閉鎖的な

気風が,横浜市民の多くの人々が「運Jll不足Jを

感じているという訴えをもちなから, もう一つ盛 り

上がらない健康つくりのための消極的な■.ltを指

向しているように感 じられるのである。

以上のような観点にたつ時,健康つ くり推進の

ために果す身体運動の問題をどう考えるべきかと

いうことになるが,施設,指導者の充実はいわず

もがなとして,身体運動の日常化,すなわち健康

つくり活動の推進が積IIF化 されなければならない。

その点から健康つくりの中での身体運動やレクリェ

ーションを考える時には, もっと大きな声て行政

や民間のいろいろな機関力渤啓蒙運動について,本

格的にやらなければならない時期にきているので

はないだろうか。
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